
京都市立塔南高等学校 防球ネット設置工事
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位置図・図面目録

京都市教育委員会事務局 教育環境整備室

平成 27 年 2 月

工事名

施工場所

図面名

京都市立塔南高等学校防球ネット設置工事

京都市南区吉祥院観音堂町41番地

13 撤去詳細図(2) 図示

計画平面図 1：400元設計図

変更設計図

朱書きのとおり変更

朱書きのとおり変更

朱書きのとおり変更

朱書きのとおり変更

朱書きのとおり変更

朱書きのとおり変更

資料5-4

本資料は参考として示すものであり、現状と異なる場合があることに留意すること。
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工事名

施工場所

図面名 1：400縮尺

13枚ノ内 3号

計画平面図

京都市教育委員会事務局 教育環境整備室

京都市立塔南高等学校防球ネット設置工事

京都市南区吉祥院観音堂41番地

平成 27 年 2 月

防球ネットポリ強力糸φ1.8×40mm
（フェンスの銅縁にかかる）

既設フェンス H=1.8m

既設コンクリート柱
（撤去）

セミロングポール
25-24-20 地上高:19.9m

根巻コンクリート
18-8-40BB

バッティングゲージ整備工

1箇所

8
3
0
0

24000

土砂処理工
1施工箇所

水路切廻工(2)
4箇所

水路切廻工(1)
1箇所

内野整備工
A=1600m2
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ト
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.
5
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防
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ト
工

(
1
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L
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.
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防塵ネット工(2) L=19.1m 防塵ネット工(2) L=14.1m

※1 コンクリート柱建込位置については，施工前に監督員と協議を行うこと。
※2 内野整備工については，工事施工により整地が必要な箇所を含め，内野すべてに黒土混合土を充填し整備する。

整備内容は，学校関係者および監督職員と協議のうえ，決定すること。
※3 防塵ネット工(1)については，既設ネットフェンスに設置し，防塵ネット工(2)は既設のコンクリート柱およびネットに設置すること。
※4 ネット下部解体復旧工については，新設のポール建柱時に既設ネット解体撤去し，建柱後新規ネットで復旧すること。
※5 ▲マークについては，保護マットを設置する箇所を示す。

ネット下部解体復旧工 L=57.8m

※ 保護マットは既設マット12枚を流用すること。
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ロングポール
24-24-15 地上高19.9m

既設コンクリート柱

既設フェンス H=1.8m

モルタル充填1：3

既設コンクリート柱
（撤去）

既設フェンス H=1.8m

防球ネットポリ強力糸φ1.8×40mm
（フェンスの銅縁にかかる）

セミロングポール 地上高14.9m
PCポール 地上高12.0m
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部材名

ロングポール

セミロングポール

PCポール

ジョイントビーム

保護マット

規格

25(16+9)-24-20

24(16+8)-24-15

19(12+7)-24-15

18(12+6)-24-10

15-22-12

15-19-10

φ101.6×4.2t

φ114.3×4.5t

φ139.8×4.5t
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※ ( )書きはｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙNO.23の数値を示す。

元 設 計 図



倉 庫クラブBOX

クラブBOX

消火器置場

8860 13500 13500 10900 11420

8600

11
00

0
1 1

13
0

1 0
98

0
11

11
0

計画平面図

S=1:400

NO.1

NO.2

NO.3

NO.4

NO.5

NO.6

NO.7

NO.8 NO.9
NO.10 NO.11 NO.13 NO.14 NO.15 NO.16

NO.16

NO.17

NO.18

既設NO.2

NO.12

93
00

1 4
10
0

NO.19

NO.20

NO.21

NO.22

NO.23

NO.24

NO.26NO.27NO.28NO.29NO.30

600

野球グラウンド側

2550880

NO.1～NO.6

道路側

1
5
0

5
0
0

1200×1800

1000

野球グラウンド側

530

1
0
0
0

テニスコート側

NO.20～NO.23

500

1
5
0
0
（

2
0
0
0
）

150
300

150

600

6
0

3
4
0

1
5
0

野球グラウンド側

530

600

1
0
0
0

テニスコート側

NO.24

6
0
0

5
0
0

1200×1800

1000

150300150

600

6
0

3
4
0

1
5
0

1003800

NO.25～NO.30

1000

1
5
0

5
0
0

1200×1800

野球グラウンド側 道路側

既設利用

既設利用

主用部材

100
00

10
05
0

NO.25

浚
渫

工
L=

74
.5

ｍ

標準断面図

S=1:50

課 長 係 長 照 査 設 計

工事名

施工場所

図面名 1：400縮尺

13枚ノ内 2号

計画平面図

京都市教育委員会事務局 教育環境整備室

京都市立塔南高等学校防球ネット設置工事

京都市南区吉祥院観音堂町41番地

平成 27 年 2 月

防球ネットポリ強力糸φ1.8×40mm
（フェンスの銅縁にかかる）

既設フェンス H=1.8m

既設コンクリート柱
（撤去）

セミロングポール
25-24-20 地上高:19.9m

根巻コンクリート
18-8-40BB

バッティングゲージ整備工

1箇所
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土砂処理工
1施工箇所
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防塵ネット工(2) L=19.1m 防塵ネット工(2) L=24.6m

※1 コンクリート柱建込位置については，施工前に監督員と協議を行うこと。
※2 内野整備工については，工事施工により整地が必要な箇所を含め，内野すべてに黒土混合土を充填し整備する。

整備内容は，学校関係者および監督職員と協議のうえ，決定すること。
※3 防塵ネット工(1)については，既設ネットフェンスに設置し，防塵ネット工(2)は既設のコンクリート柱およびネットに設置すること。
※4 ネット下部解体復旧工については，新設のポール建柱時に既設ネット解体撤去し，建柱後新規ネットで復旧すること。
※5 ▲マークについては，保護マットを設置する箇所を示す。

ネット下部解体復旧工 L=57.8m

※ 保護マットは既設マット10枚を流用すること。
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根巻コンクリート
18-8-40BB

根巻コンクリート
18-8-40BB

ロングポール
24-24-15 地上高19.9m

既設コンクリート柱

既設フェンス H=1.8m

モルタル充填1：3

既設コンクリート柱
（撤去）

既設フェンス H=1.8m

防球ネットポリ強力糸φ1.8×40mm
（フェンスの銅縁にかかる）

セミロングポール 地上高14.9m
PCポール 地上高12.0m
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部材名

ロングポール

セミロングポール

PCポール

ジョイントビーム

保護マット

規格

25(16+9)-24-20

24(16+8)-24-15

19(12+7)-24-15

18(12+6)-24-10

15-22-12

15-19-10

φ101.6×4.2t

φ114.3×4.5t

φ139.8×4.5t
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図示
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※ ( )書きはｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙNO.23の数値を示す。

変 更 設 計 図

土砂保管工
1箇所
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カーテンネット

（両開き）

バックネット改修工 N=1箇所

金網撤去復旧工(支柱残置)
L=16.0m

中堀工法(鋼管利用)
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根巻コンクリート
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ロングポール
セミロングポール
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掘削用鋼管埋め込み
φ711.2×6.4t ※

(φ609.6×6.4t)

3
5
2
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2

※ 鋼管利用建込工法については，ロングポールおよびセミロングポールの打込み時に実施。
なお，コンクリートポールNO.1については地中に残置とし，NO.1以外の箇所については
ポール建込完了後に鋼管を引抜くこと。

避雷針設置 N=2箇所

ボイド φ600
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1:300縮尺
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防球ネット立面図

京都市教育委員会事務局 教育環境整備室

平成 27 年 2 月

工事名

施工場所

図面名

京都市立塔南高等学校防球ネット設置工事

京都市南区吉祥院観音堂41番地
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設置高さについては監督職員と協議し，決定すること。
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1
5
7
0
0

4
2
0
0

4
3
0
0

3
2
5
0

5
0

3
0
0
0

2
7
0
0

9
0
0

1
8
0
0

3
8
5
0

3
8
0
0

3
8
0
0

5
5
0

5
1
0
0

7300

5
0
0
0

5
0
0
0

9930
8750 11110 11110 10980 11130 8600 9920 8460 8430 8290 8500

8600 8300 8070 8530 9750 10050 14100 15980 16500 16000

15750 11420 10900 13500 13900 8860

朱書きのとおり変更

両引きカ-テン

操作ロ-プ式

ＪＢ（101.6×4.2ｔ）

ＪＢ（101.6×4.2ｔ）

10

表示テープ

9



サポート管

ジョイントビーム

Ｌ型吊架金物

ターンバックル １６Φ

巻付クリップ（シンブル付）

ＰＣバンド

巻付クリップ（シンブル無）

メッセンジャーワイヤー

（亜鉛メッキ鋼より線）

Ｌ型吊架金物
ＰＣバンド

メッセンジャーワイヤー

（亜鉛メッキ鋼より線）

巻付クリップ（シンブル付）

巻付クリップ（シンブル無）

ＰＣバンド

Ｌ型吊架金物

通しボルト １６Φ

ジョイントビーム

ＰＣバンド

サポート管

ＰＣバンド
Ｌ字中間金物

ジョイントビーム

サポート管

ネット親ロープＰＥ ６Φ

ＰＣバンド

Ｌ型吊架金物

メッセンジャーワイヤー

（亜鉛メッキ鋼より線）

ターンバックル １６Φ

巻付クリップ（シンブル付）

ＰＣバンド

メッセンジャーワイヤー

（亜鉛メッキ鋼より線）

Ｌ字中間金物

メッセンジャーワイヤー

（亜鉛メッキ鋼より線）

巻付クリップ（シンブル付）

ターンバックル １２Φ

ターンバックル １６Φ

巻付クリップ（シンブル付）

巻付クリップ（シンブル付）

ターンバックル １６Φ

ターンバックル １２Φ

ＰＣバンド

巻付クリップ（シンブル付）

メッセンジャーワイヤー

ターンバックル １６Φ

ＰＣバンド

Ｌ型吊架金物

ターンバックル １２Φ

（亜鉛メッキ鋼より線）

巻付クリップ（シンブル付）

結束ロープＰＥ ４.０Φ にかがり止め

2
0
0

2
0
0

根巻基礎または根かせブロック

根巻基礎：1200×1800×500，根かせブロック：1200×240

防球ネット標準図 S=NON

課 長 係 長 照 査 設 計

NON縮尺

13枚ノ内 5号

防球ネット標準図

京都市教育委員会事務局 教育環境整備室

平成 27 年 2 月

工事名

施工場所

図面名

京都市立塔南高等学校防球ネット設置工事

京都市南区吉祥院観音堂町41番地

表示テープ詳細図

1
5
0

300

L

結束孔

※ 表示テープの色については，監督職員と協議を行うこと。

クレモナ結束紐

2
0
0

ＧＬ

根かせ取付状況

2
4
0

6
0

1200

朱書きのとおり変更
※ 表示テープを斜めに設置する箇所については，ワイヤーロープφ6.0を設置し，テープ上部を

ワイヤーロープに結束すること。



片開きカ－テンネット詳細図

重ね幅

両開きカ－テンネット詳細図

L

1000

3
5
0
0

5
0
0

L(7300）

L（9300）

5
0
0

3
0
0
0

支柱間延長 L(ｍ)

カーテンネット延長表

名 称 支柱番号

両開きカーテンネット

NO.0～NO.1 9.00

NO.4～NO.5

NO.18～NO.19

11.00

10.00

片開きカーテンネット

NO.11～NO.12

NO.24～NO.25

4.40

9.30（7.30）

注意）NO.24～NO.25については、既設フェンスL=2.0ｍの

位置までを門とする。

S=1:50

S=1:50

誘導ロープ φ9.0

Oﾘﾝｸﾞ φ6.0-30
1個＠50㎝ ワイヤーロープφ6.0

1本張り

課 長 係 長 照 査 設 計

1：50縮尺

13枚ノ内 6号

カーテンネット部詳細図

京都市教育委員会事務局 教育環境整備室

平成 27 年 2 月

工事名

施工場所

図面名

京都市立塔南高等学校防球ネット設置工事

京都市南区吉祥院観音堂町41番地

滑車 50-1車
(SUS＋樹脂製)

ワイヤーロープ φ6.0
2本張り

Oﾘﾝｸﾞ φ6.0-30
1個＠50㎝

誘導ロープφ9.0滑車 50-2車
(SUS+樹脂製)

PCポール

滑車 50-1車
(SUS+樹脂製) 下垂れ 30㎝

重りロープ 300g/m

滑車 50-2車
(SUS＋樹脂製)

滑車 50-1車
(SUS+樹脂製)

フェンス銅縁からみ

下垂れ 30㎝

重りロープ 300g/m

滑車 50-1車
(SUS+樹脂製)

8.75

11.13

（
4
5
0
0
）

※

※ 支柱NO.4～NO.5間およびNO.17～NO.18間のカーテンネットの高さは
H=4.5mとする。

NO.17～NO.18

朱書きのとおり変更



倉 庫クラブBOX

クラブBOX

消火器置場

給水平面図
S=1:500

HIVP φ20 L=60m

H
I
V
P

φ
2
0

L
=
6
3
ｍ

HIVP φ20 L=73m

HIVP φ20 L=26m

現場土埋戻し

給水管埋設図

G.L

500

3
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

6
0
0

※現場土はレキ、ガラの含まないものとする。

埋設表示シート

W=150

給水管

HIVPφ20

クッション砂

課 長 係 長 照 査 設 計

1：500縮尺

13枚ノ内 7号

給水計画平面図

京都市教育委員会事務局 教育環境整備室

平成 27 年 2 月

工事名

施工場所

図面名

京都市立塔南高等学校防球ネット設置工事

京都市南区吉祥院観音堂町41番地

※ コンクリート柱建込の前に，埋設位置などの給水計画について監督職員と協議を行うこと。

朱書きのとおり変更

L=35.5m

HIVP φ20 L=105.5m

2
0
0
0

30000

2
0
0
0



水路切廻工 土砂保管工

B

1000

B

500
500

平面図

既設擁壁

既設水路

既設水路

既設擁壁

G.L

150 300 150

50 600

3
4
0

1
5
0

5
5
0

1
0
0

既設擁壁

G.L

300 A

A

A

B

B

コンクリート柱

A
3
0
0

A－A断面図 コンクリート柱B-B断面図

注意）既設水路との接続位置は、監督職員と協議をおこない決定すること。

平面図

6000150 150

1
5
0

3
0
0
0

1
5
0

保管容量 V= 9m3

G.L
5
0
0

1
0
0

175 150 175

50 500 50
1
5
0

5
0

1
0
0

G.L

側面図

標準断面図

50 6650 50

175 6300 175

G.L

1
5
0

5
0

1
0
0

6
0
05
0
0

1
0
0

縦筋D10 L=850 N=50本

横筋D10 L=6200 N=2本

D10 L=3200 N=2本

ベース横筋D10 L=6550 N=4本

D10 L=3550 N=4本

6300

ベース横筋D10 L=6550 N=4本

D10 L=3550 N=4本

横筋D10 L=6200 N=2本

D10 L=3200 N=2本

縦筋D10 L=850 N=50本

6
0

水路切廻工（1）

名 称 A(mm) C(mm)

500 3600水路切廻工（2）

1000 4600

対象支柱番号

NO.24

NO.20～NO.23

寸 法 表

現況水路撤去 C

B(mm)

1130

1840

開口部L=800

注意）開口部の位置については監督職員と協議をおこなうこと。

課 長 係 長 照 査 設 計

1：20縮尺

13枚ノ内 8号

付帯施設工(1)

京都市教育委員会事務局 教育環境整備室

平成 27 年 2 月

工事名

施工場所

図面名

京都市立塔南高等学校防球ネット設置工事

京都市南区吉祥院観音堂町41番地

無筋コンクリート
18-8-40BB

基礎砕石
RC-40

S=1:20 S=1:20

150 300 150

50 600

3
4
0

1
5
0

5
5
0

1
0
0

100 400 100

6
0

無筋コンクリート
18-8-40BB

基礎砕石
RC-40

100 400 100

コンクリート蓋
400×600×60

ベースコンクリート
18-8-40BB

均しコンクリート
18-8-25BB

基礎砕石
RC-40

ベースコンクリート
18-8-40BB

均しコンクリート
18-8-25BB

基礎砕石
RC-40

空胴ブロック
390×190×150

空胴ブロック
390×190×150

溶接金網φ6.0 100×100

コンクリート
18-8-25BB

GRC製側溝用
埋設型枠 6×390

現場打コンクリート蓋
t=60

空胴ブロック
390×190×150

現場打コンクリート蓋
t=60

コンクリート蓋
400×600×60 N=3枚

600

4
0
0

420

18
0

580

35
0

280

35
0

120 18
0



物置工 S=1:20

平面図

44 760 692 760 44

10
50

49
95

2
49

断面図

2300

2400

10
0

10
0

10
0

G.L G.L

30

注意）物置はイナバNXN-21S同等品以上とし、付属の金物で基礎部を固定すること。

10
50

2300

Φ
55
9

B D13

C D13

A D13

D D13

E D13

E D13

コンクリート柱

F D13

A D13

コンクリート柱

F D13

D D13

AA

B
B

平面図

A-A断面図 B-B断面図

A

記号
径

鉄筋数量表

mm

D13 1690

長さ

mm

本数

本

単位重量

kg/m

1本当り重量

kg

重量

kg
形状 備考

4 0.995 1.68 7

B D13 600 8 0.995 0.60 5

C D13 500 4 0.995 0.50 2

D D13 1100 8 0.995 1.09 9

E D13 350 8 0.995 0.35 3

F D13 400 12 0.995 0.40 5

D13 31 kg合計
D D13

B D13

C D13

SD295

コンクリート基礎 S=1:20

均しコンクリート

18-8-25BB

コンクリート

18-8-40BB

均しコンクリート

18-8-25BB

コンクリート

18-8-40BB

1800

12
00

10
0

4＠
25

0＝
10

00
10

0

105 2＠265＝530 530 2＠265＝530 105

1800

105 530 2＠265＝530 530 105

15
0（

60
0）

50
0

10
0

10
0

30
0

10
0

100 1800 100

2000 1400

100 1200 100

100 2＠500＝1000 100

1200

※（ ）書きは支柱番号NO.24における土被りを示す。

15
0（

60
0）

50
0

10
0

10
0

30
0

10
0

防塵ネット工 S=1:100

2500 2500 2500 2500

H

10000

6
0
0

600

※ 防塵ネット工(1)：H=1.8m，防塵ネット工(2)：H=2.8m
※ (株)ルイ高 RT-N160811およびRT-N160812 と同等品以上とすること。

開口部

課 長 係 長 照 査 設 計

図示縮尺

13枚ノ内 9号

付帯構造図(2)

京都市教育委員会事務局 教育環境整備室

平成 27 年 2 月

工事名

施工場所

図面名

京都市立塔南高等学校防球ネット設置工事

京都市南区吉祥院観音堂町41番地

空胴ブロック
390×190×100

空胴ブロック(1/2)
190×190×100

空胴ブロック
390×190×100

空胴ブロック(1/2)
190×190×100

4-オールアンカー
M10×60
削孔φ10.5 L=45mm 溶接金網

φ6.0×150×150
無筋コンクリート
18-8-40BB

基礎砕石
RC-40

朱書きのとおり変更

H=2.2m

金網撤去復旧工 S=1:100

2000 2000

菱形金網
φ3.2×50mm

爪付胴縁R付L40×40×3

1
7
7
0

3
0

1
8
0
0

1
5

追加

既設支柱残置

1800

100 534 2＠267＝534 534 100

1200

60 60
200 2002@300=600

60 60

Φ
50
5

C D13

A D13

D D13

E D13

E D13

D D13

C D13

12
00

10
0

10
0

100 2＠267＝534 534 2＠267＝534 100

60 60

60
60

20
0

2@
30

0=
60

0

20
0

A

記号
径

鉄筋数量表

mm

D13 1700

長さ

mm

本数

本

単位重量

kg/m

1本当り重量

kg

重量

kg
形状 備考

8 0.995 1.69 14

C D13 500 4 0.995 0.50 2

D D13 1100 8 0.995 1.09 9

E D13 350 8 0.995 0.35 3

F D13 400 12 0.995 0.40 5

D13 33 kg合計

SD295

100 100



8300

1000
2000

3
8
0
0

中間部分ネット吊金具

中間部分ネット
440T/44本野球目

支線

支線アンカー

2400
0

新設ゲージ

既設ゲージ

バッティングゲージ整備工 S=1:100

新設ゲージ 詳細図

バッティングゲージ立面図

鋼材φ60.5

ネット
440T/90本野球目

注）バッティングゲージ1台はグラウンド南西側にある既設ゲージを移設し，利用すること。
バッティングゲージは支線アンカーで固定すること。
設置場所については，監督職員と協議の上決定すること。

課 長 係 長 照 査 設 計

1：100縮尺

13枚ノ内 10号

バッティングゲージ
整備工

京都市教育委員会事務局 教育環境整備室

平成 27 年 2 月

工事名

施工場所

図面名

京都市立塔南高等学校防球ネット設置工事

京都市南区吉祥院観音堂町41番地

鋼材φ60.5



倉 庫クラブBOX

クラブBOX

撤去平面図

防
球

ネ
ッ

ト
既

設
コ

ン
ク

リ
ー

ト
柱

お
よ

び
ネ

ッ
ト

撤
去

S=1:500

縁
石

撤
去

L
=
4
2
.
5
ｍ

水
路

迂
回

工
N=

5箇
所

伐採工（除根含）C=25～60 N=11本

NO.1

NO.2

NO.3

NO.4

NO.5

NO.6

NO.8
NO.9 NO.10 NO.11 NO.12 NO.13 NO.14

NO.7

NO.15 NO.16

NO.17

NO.18

NO.19

NO.20

NO.21

NO.22

NO.23

NO.24

NO.25

NO.26

張出袖付柱

位置

北面

PCポール

12ｍ柱 ７本

15ｍ柱 1本

既設コンクリート柱およびネット撤去 材料表

適用ポール番号

NO.1～NO.7

張出袖付柱

ネット面積

726ｍ2

西面 15ｍ柱 8本 NO.8～NO.15 557ｍ2

南面 9ｍ柱 11本 NO.16～NO.26 783ｍ2

合計 2,066ｍ2２７本

ジョイントﾋﾞｰﾑ

1本

5本

6本

防
球

ネ
ッ

ト
既

設
コ

ン
ク

リ
ー

ト
柱

お
よ

び
ネ

ッ
ト

撤
去

伐採工 C=60～240 N=16本

除根工 C45 N= 1本

伐採・除根内訳表

※ 撤去するコンクリート柱に設置されている保護マットについては，撤去後流用する。鉄棒撤去 低鉄棒 N=14連
高鉄棒 N=5連

樹木伐採

除根

除根あり

除根なし

C=20～30㎝

C=30～60㎝

C=60～90㎝

C=90～120㎝

C=120～150㎝

C=150～180㎝

C=180㎝～

C=45㎝

6本

5本

5本

5本

3本

1本

2本

1本

課 長 係 長 照 査 設 計

1：500縮尺

13枚ノ内 11号

撤去平面図

京都市教育委員会事務局 教育環境整備室

平成 27 年 2 月

工事名

施工場所

図面名

京都市立塔南高等学校防球ネット設置工事

京都市南区吉祥院観音堂町41番地

弓道部用具収納庫 移設整備道具収納庫 撤去
手押しポンプ
N=1箇所

旧公園入口部②
N=1箇所

旧公園入口部①
N=1箇所

ベンチ②
N=1箇所

ベンチ①
N=1箇所

ベンチ③
N=3箇所

ベンチ④
N=1箇所

ベンチ③
N=2箇所

防
球

ネ
ッ

ト
既

設
コ

ン
ク

リ
ー

ト
柱

お
よ

び
ネ

ッ
ト

撤
去

朱書きのとおり変更

縁
石

撤
去

L
=
1
2
.
0
m

材料

PCﾎﾟｰﾙ

ｼﾞｮｲﾝﾄﾋﾞｰﾑ

ﾈｯﾄ

規格

9m

12m

15m

撤去数量

10本

9本

1本

6本

2239m2

4本

0本

0本

6本

既設ネット撤去

電
気

架
線

改
修

(
2
.
0
m
m
-
2
C
)

L
=
4
0
m

電線取付金具撤去設置 N=1箇所

電
気

架
線

改
修

（
3
.
2
m
m
-
2
C
，

3
.
2
m
m
-
3
C
）

L
=
4
0
m

電気架空線（3.2mm-2C:L=20m，2.0mm-2C，架線通信線:L=60m）

既設電線撤去工 L=200m

9本



ベンチ① S=1：30 ベンチ③ S=1：30 ベンチ④ S=1：30

旧公園入口部② S=1：30
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